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蟹明覚

至芸

12月議会で公明党の質問に対し、千葉光行市長は「景気が悪化して

いることから、真に必要な方に支援すること」が大切であると前置き

し、「明年度から所得制限の撤廃は就学前まで、医療費助成は6年生

まで拡大」する方針で予算の検討に入ったことを明らかにしました。

小学生の助成手続き簡素化はシステムの問題から難しいとの答弁が

ありました。

公明党はこれまで「乳幼児医療費助成」の段階から一貫して拡充を

強く要望し、議会でも何度も取り上げてきました。そうしたなか本年

度は小学1年生まで年齢を1歳拡大するなど、一歩一歩前進させて

きました。

公明党は市川市を、さらに「子育てしやすい街」にしてい〈ために

今後も強く働きかけてまいります。

行政サ“ビスセンタｍ
上しぱｈｈよぐ∬オ…ブーン！

行政サービスセンター
℡704－3111
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は
所
得
制
限
無
し

君ｌＪ恕三を

公
明
党
は
緊
急
経
済
対
策
の
中

で
家
計
を
支
援
す
る
た
め
定
額
減

税
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
政
府
は
第
二
次
補
正
予
算

の
中
に
「
定
額
給
付
金
」
と
し
て
約

2
兆
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

実
施
の
方
法
に
つ
い
て
は
国
か

ら
素
案
が
提
示
さ
れ
、
事
業
の
実

施
主
体
を
市
町
村
と
し
、
給
付
額

は
一
人
1
万
2
千
円
、
1
8
歳
以
下
、

6
5
歳
以
上
の
人
に
は
2
万
円
が
支

給
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市
議
会
公
明
党
の
定
額
給
付
金

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
財
政

部
長
よ
り
「
市
川
市
の
支
給
対
象

者
数
は
約
都
万
ヨ
千
人
、
支
給
総

額
は
約
6
8
億
9
千
万
円
と
な
る
。

ま
た
、
給
付
金
の
主
旨
を
踏
ま
え
、

所
得
制
限
を
設
け
な
い
方
向
で
検

討
し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
2
1
年
度
の

予
算
要
望
書
提
出

公
明
党
提
出
の

市
川
市
議
会
公
明
党
は
平
成
2
0

年
1
1
月
4
日
千
葉
光
行
市
長
に
来

年
度
の
予
算
編
成
に
関
す
る
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
．
。
議
員
団
は
行

財
政
改
革
の
推
進
、
都
市
基
盤
の
整

備
な
ど
2
0
2
項
目
を
要
望
。
特
に
子
育

て
支
援
を
始
め
、
高
齢
者
等
の
福
祉

対
策
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
千
葉
光

行
市
長
は
「
要
望
を
十
分
に
検
討
し
、

予
算
編
成
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

又
こ
ど
も
医
療
費
助
成
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
」
と
の
意
欲
を
示
し
ま

し
た
。

公
明
党
が
提
出
し
た
7
つ
の
意

見
書
が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
①

妊
婦
健
診
の
1
4
回
無
料
化
②
長
時

間
労
働
や
日
雇
派
遣
な
ど
労
働
法

制
の
改
正
③
「
食
の
安
全
確
保
」
へ

の
取
り
組
み
強
化
⑧
暮
ら
せ
る
年

金
の
実
現
⑨
「
気
候
保
護
法
」
の
制

定
⑥
安
心
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
⑦
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
）
の
見
直
し
の
7
つ
で
す
。

意
見
書
は
国
政
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
市
川
市
議
会
の
決
議
と
し
て
国

に
提
出
さ
れ
ま
す
。
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